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戦後の 保守的学生運動の 支持基盤

一
「 維持会員名簿の 統計 的分析

井上　義和 （関西 国 際大学）

O．関心 とね らい

　 数 年来、「若 者 の 右傾化 」現象が 社会学者の 関心 を集

め て い る。1990 年 代 末 か ら、「新 し い 歴 史 教 科 書 をつ

くる 会」 の 活動や 小 林よ し の り の 『戦争論』、サ ッ カ
ー

W 杯で の 屈託 の な い 愛国心 の 発 露 イ ン ター
ネ ッ ト上

で の 「嫌韓 ・嫌中」、ジ ェ ンダ
ー

フ リ
ー・バ ッ シ ン グな

ど、そ の 徴候 は随所 に 見出さ れ る 。他方、伝統的な 社

会学 は 政 治 学 と と も に、社会 階層 と政 治意 識の 関連 を

調べ て き た。投票行動や支持政党 の 分析 に よ れば、

1g55 年体制 とい う安 定 的 な 保 革対 立枠組 み の な か で 、

そ れ まで 革新政党 の 主 要 な 支持基盤だ っ た 若者層 （お

よ び都 市 部 ・高 学歴 層 ）が、1970 年 代 以 降 「無 党 派 層 」

に 転向 して い く。こ うした知見をふ まえ て私 た ち は、

1970 年 代 か ら 90 年代 ま で の 若 者 は 政治 か ら私 生 活 に

退却 して お り、そ れ は こ の 間、消費生活や雇用 状況 な

ど若 者 を 取 り巻 く社 会 経 済 的 条 件 が 歴 史 上例 外 的 に 恵

まれ て い た か ら だ、と 納得 し て い る。

　お そ ら く
“
平均的

”
な 若者 の 政治意識 はそ れ で 説明

され る の だろ う。しか しな が ら、「消費生活 や 雇 用 状況

な ど若 者 を取 り巻 く社会経済的条件」 の 好転 に も か か

わ らず （あ る い は好 転 ゆ え に ？）、あ る種 の 若 者 は 政 治

的な危機意識を昂進 させ る こ とがあ りうる。全体か ら

す る と
“
例外 的

”
な タ イ プは 通 常 の マ ク ロ な社会 調査

で は 捉 え き れ な い e そ れ で も 1960 年 の 社会党 書記 長

刺 殺 や 1970 年 の 三 島 由紀夫 自決 と い っ た、社 会 に大

きな衝撃 を 与えた事件 を き っ か け に、沢 木耕太郎 『テ

ロ ル の決 算』 や 保 阪 正 康 r三 島由紀夫 と楯 の 会 事 件』

な どの 優れた ノ ン フ ィ ク シ ョ ンが書かれ る こ と はあっ

た。果 た して 、世 間 を騒が せ る こ と な く真 面 目に 社 会

生活 を送 っ て い る
“
例外的

”
な 若者 た ち に つ い て は 、

研 究対 象 と して 捉 え る こ とが 恐 ろ し く 困難 と な る。

　本研究 の 目的は、こ の 「世間を騒 がせ る こ と なく真

面 目に社会 生活 を 送 っ て い る
“
例外 的

”
な若 者 た ち 」

を 社会学的な 分析 の 俎 上 に 乗 せ る こ と に あ る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※

　戦後 の 保守的学生 運 動 を定点観測す る ひ と つ の拠点

と し て 、社団法 人 ・
国民文化研究会 を 取 り 上 げる （

de1
）。

同会 の 前 身 は、大 正 末 年、第一高 等 学 校 にお い て 「外

来 の 抽象理論 に 走っ て 自国の 文化伝統を軽視す る学風

を憂 えて 」 結成 され た 瑞穂会 （1926）か ら出 発 し、一高

昭 信会（1929）に 継承 されて 「東西 の 外来文化 に 深 く学

び な が ら も、聖徳 太 子 の 遺 さ れ た 文 献 と明 治 天 皇 の 御

製 を 研究 の 中心 に 据 え 、同 信師友 と の 友情 を 深 め つ つ

研 鑽を 続 けた 」。そ の系 譜 は、東 京帝大 の 学 内 団体 ・東

大精神科学研究会（1938 ）、全国学生組織 ・日本学生協

会 （1940）、民 間 組 織
・精 神科 学 研究所（1941）へ と発 展

し、戦 時期 に お い て は東 條 内 閣 の 戦 争指 導 を批判 す る

言論活動 を展開 した ために 検挙 ・解散（1943）に 至 る。

敗 戦 後 、「戦 陣 に斃れ 病 に逝 っ た 友 人 た ち を慰 霊 す る

営み の 中か ら、新 し い 運 動へ の 気 運 が 高 ま り」 結 成 さ

れ た の が 国民文化研究会（1956）で ある 。以来、「祖国 の

歴史と伝統に 基づ い て 次世 代 の 国 民 を 育成す る活 動 を

今 日ま で 展開 して い る」 （以上、括弧内は 案内パ ン フ レ

ッ トよ り）。

　 同会 の 根 本 思 想 と研究実践 は戦 前 か ら現在 に 至 る ま

で 変わ っ て い な い 。「日本 主 義的教養」 （竹 内・佐 藤 編

2006）の 研鑽団体 と して は、戦後 に限 らず昭和期全体

に わた る 定点観測 の 拠点 とな り う る。

1．デ
ー

タ の 概要

　社団 法 人・国 民 文 化 研 究会 （以 下、会 ） の r維持 会 員

名簿』 （昭和 56年 4 月版）か ら生年 月 日 ・現住所 ・勤

務先 ・出 身高校 ・大 学 とい っ た 属 性 情 報 を抽 出 し、592

入 分 の デ
ー

タベ
ー

ス を 作成 し た。会 の 活 動 の 中心 的行

事 は、1956 年以来毎年夏 に開催 され る 全 国学 生 青年合

宿教室で あ る D 維持会員 とい うの は合宿教室へ の参 加

者 OB か らな り、一
定の 会費 を収め て 会 を財政的に 支

え る。加 えて 、社 会 人 に な っ て 以 降 も合 宿 教 室 の リ ピ

ーター
層 を形 成 し、実践的 に も会 を支 えて い る 。
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図 1 合 宿 教室 の参 加 人負 〔1956−2005）
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　合宿教室 の 参加人数の 推移か ら、会 の 盛衰 を推 し量

る こ とが で き る 匚図 1コ。今 回使 用 す る 『維持 会員名 簿』

に は 1980 年ま で の 参加者が 含 ま れ て い る 。1980 年 は 、

ち ょ う ど 1960 年 代 後 半 か らの 隆 盛 の 最 後 の ピークで

あ る （昭 和初年 の 高等学校生 も まだ 70 歳前後で 健在

だ っ た ）。そ して 、こ の 年 を境 に参加 者 は 漸減 して い く。

グ ラ フ の 変動 とそ の 要 因 も興味深 い が、こ こ で は 名簿

データ が 最 盛 期 の 会 員 の 実 態 を 反 映 して い る こ と を確

認 する に と どめ る。
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2．暫定的な分析と問い

　まず、生 年別 ・
維持 会員数 を み て み る 匚図 2ユ。本格

的 な活 動 再 開 は敗 戦 か ら 10 年後な の で 、そ の 間に 20

歳前後だっ た会員 （1925〜34 年生 まれ ） は 極端 に少

な い 。逆 に い え ば、そ の 谷 間 の 世代 の 会員は．1955

年 以 前から再興 に 向けて 尽力 して い た か、ま た は 1956

年以後 に社会 人 と して 活 動 に 参 加 した メ ン バーと い う

こ と にな る。彼 らを挟 ん で、戦時期の 学生 運 動 を 知 っ

て い る 戦中世代 （〜1924 年 生 ま れ ）と、戦後 の 合宿教

室 か ら参 加 した 戦 後 世 代 （1935〜年 生 まれ 〉 が い る。

な お 、どの 世 代 も ほ と ん どが 高等教育ま で 受けて い る 。

iit
’
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図 2 生年別
・
維持会員数（1981年 4月時点）
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　 っ ぎに、戦 後 世 代 を さ らに 3 つ に 分 割 し て 、出生 コ

ー
ホ
ー

ト別 ・職業分類をみ て み る ［表 1］。会 の 再興 を

支 え た谷間の 世 代 は 教員 （39．3％ ） が 最 も多 い 。戦 後

世代 は い ずれ も会社員 が 4 割程度で 最 も多 い が、つ い

で 教員が 2．5 割程度を 占め る 。女性会員 33 人 は ほ と ん

ど戦 後 世 代 で あ る が、教 員 が 20 人 （60．6％） を 占 め

て い る。教員 ・大学教員 ・公務員 ・警察
・
自衛隊

・
医

師 を加 えた 「公 共 部 門」 で み る と、谷 間 の 世 代 は 6 割

を 超 え、戦後世代 も 4 割程度 を 占め 「民 間部門」 と 拮

抗 して い る。会員 の ほ と ん どが 大卒で あ るが、同年代

の 大卒者 と比べ て 公共部門、と りわけ教員の 比率の 高

さが 注 目 され る。

　  1970 年代は 左翼学生運 動 が 衰退 し 革新政党が 支

持率を 低下 させ、日教組 の 新採加入率も下が り続ける

［図 3］が、他方で 会 の 活動 は最盛期 を 迎え て い る。

  維持 会 員数は 団塊世代よ り若 い 世代 （1950 年代生 ま

れ 〉 で 増加 し て い る e   進路 と し て は 公 共 部門 （と く

に教員） が一
貫 して 多い 。以上 の 暫定的な分析結果 か

ら、さ らに 問 い を立 て て み る。こ の時期 の 「若者 の保

守化」 は主 に消極的な側面 （生 活保守） が 強調 され て

きた が、そ の
一

方 で 積 極 的 な 側 面 （文 化 防衛 ） を見 落

と して こ な か っ たか 。そ れ は 現在 い わ れ る 「若者 の 右

表1 コ
ーホート別

・職 業分類

傾化」 とは さ しあた り区別 して扱 う必 要 が あ る。現 在

の 「右傾化」論は階層的没落や実存的危機 に 注目して 、

欠落感 を埋め る た め に ナ シ ョ ナ ル な シ ン ボル に飛 びっ

くの だ、とい う説 明 をす る。で は、こ の 時期 の 「祖国

の 歴史と伝統 に 基づ く次世代 の 国民育成」 と い う課題

意識 を も っ た 公共 志 向の 強 い 高 学 歴 の若者 の登 場 に っ

い て も、同様 な説 明 が成 り立っ の だろ うか 。し ば し ば
“
低級

”
と見 な され揶揄 され る 右傾化現象 と は 区別 し

て ．日本主 義的教養を核 にす え た
“
良 質

”
な保 守主 義

階層の 形 成を捉 え る こ と はで きな い の だろ うか。

【注】

（1）国 民文化研究会 の 思想 ・実践活動 の 詳細 に つ い て は 小田

村（1978 ＞お よ び 公式 HP （http；〃www ．kokubunken．or ．jpノ）を 参

照の こ と。同会 の前 身で ある東大精神 文化研 究会 ・
日本学生

協会 ・精神科学研究所な ど を対 象 と した 数少な い 研究 と して

占部（2004 ）、井 上（2006 ）を 挙げて お く。

【付記】

社 団法人
・
国民 文化 研究会 r維持会 員名簿』 （昭 和 56 年 4 月

版） は古書店経 由で 入手 し た もの で ある が 、個人 情報保護 の

観点 か ら慎 重に取 り扱 う こ とを 前 提に 分 析 に使用 させ て い た

だ くこ と に つ い て ．国文研 事務局 の 了 解 を得 て い る 。本研 究

へ の ご理解 と寛大 な る ご対 応 に 感謝い た し ます。
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図3 日教組 の 組織 率 （実線 ）と新 採 加 入率 （点緑 ）
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＊「教 員 」に は幼 稚 園〜高等学 校 まで の 教 諭、お よび学 習 塾・予 備校 講 師 を含む。
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